
 

 

「平成２５年度 公共事業評価調書」 

 

事業名 野田川 広域河川改修事業 

 

概  要  表 

評価の別：再々評価 
事業箇所(区間)：与謝野町

よ さ の ち ょ う

字幾地
い く じ

地内（岩屋川
いわやかわ

） 

        与謝野町
よ さ の ち ょ う

字加悦
か や

地内（加悦奥川
か や お く か わ

） 

事業着手年度  ： 平成２０年度 

（* 昭和３９年度） 

全 体 事 業 費  ：    26.5 億円  

（内用地費）        （4.8 億円） 

経 過 年 数   ：   ５年 

（* ５０年） 

H25 末投資額累計：       14.7 億円  

（内用地費）        （3.9 億円） 

完了予定年度  ：平成４０年度 
進ちょく率（％） ：     55％  

（内用地費）          （81％） 

部分供用の有無：有 
残  事  業  費   ：   11.8 億円  

（内用地費）        （0.9 億円） 

*）河川改良工事全体計画の事業着手年度及び経過年数 
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（２）計画概要 

野田川
の だ が わ

の河川改修については、昭和 39 年に野田川河川改良工事全体計画
のだがわかせんかいりょうこうじぜんたいけいかく

（以下

全体計画と表記）が策定され、この全体計画に基づいて野田川本川および支川の

香河川
か ご が わ

、岩屋川
いわやがわ

、加悦奥川
か や お く が わ

、滝川
たきがわ

の河川改修を進めてきた。 

平成９年の河川法改正により、河川整備の長期的な計画の基本となる

河川整備基本方針
かせんせいびきほんほうしん

（以下基本方針と表記）と、今後 20～30 年間の具体的な河川整

備の内容を定める河川整備計画
かせんせいびけいかく

（以下整備計画と表記）を定めることとなり、平成

１９年９月に野田川水系河川整備基本方針、平成２０年８月に野田川水系河川整備

計画が策定された。 

 以後、整備計画に基づいた河川改修を進めている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
    暫定計画      将来計画 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野田川河川改良工事全体計画（昭和 39 年策定） 
計  画･･･30 年に 1 回程度発生すると予想される降雨規模に対して生じ

る洪水を安全に流下させる。 
暫定計画･･･5 年に 1 回程度発生すると予想される降雨規模に対して生じる

洪水を安全に流下させる。 

野田川水系河川整備基本方針（平成 19 年 9 月策定） 
30 年に 1 回程度発生すると予想される降雨規模に対して生じる

洪水を安全に流下させる。（全体計画の計画を踏襲）  

野田川水系河川整備計画（平成 20 年 8 月策定） 
野田川水系内の河川を基本方針で整備することは、予算的、時間的に困難

であるため、緊急性、実現性等を踏まえた重点的な整備を行うこととし、今

後 20～30 年間で平成 16 年台風 23 号と同規模（概ね 5 年に１回程度発生す

ると予想される降雨規模）の出水に対し、民家浸水被害の解消を図る。（全

体計画の暫定計画を踏襲） 
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